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1 はじめに
近年, 通信インフラに依存しないネットワークである

DTN(Delay Tolerant Network) [1]の活用方法が研究さ
れている. DTNは遅延や切断が頻繁に発生する通信環
境に耐性を持つネットワークである. またDTNには複
数の経路選択手法が存在する. 先行研究では, 宛先ノー
ドへの転送経路確保が安定して行われるメッセージフェ
リー手法 [2]を基にした, 集約型メッセージフェリー手
法が提案されている.

本研究では, 集約型メッセージフェリー手法で発生す
る不要な通信を抑えることで, 通信のホップ数削減と
データ到達数を向上するために, 転送経緯を考慮した
メッセージフェリー手法の提案を行う.

2 経路選択手法の詳細
メッセージフェリー手法は計画的に移動を行うフェ
リーノードと呼ばれるノードがデータの中継を行い, 宛
先ノードまでデータを運搬する手法である. しかしデー
タの集約をフェリーノードのみで行うため,フェリーノー
ドの通信範囲外にあるノードのデータを宛先ノードま
で転送することが不可能であるという問題が存在する.

集約型メッセージフェリー手法は, フェリーノード到
達時に通信範囲外のノードのデータを転送するために
各ノードへフェリーノードと通信を行う可能性を示す
フェリースコアを設定し, スコアが高いノードへあらか
じめデータを集約しておく手法である. この手法はメッ
セージフェリー手法と比較して高いデータ到達数を確認
できるが, ノードのスコアに差があまり無い状態になる
とデータ転送を行うノードが増えるため, データ集約の
際に不適切な転送先へ通信を行う場合がある. このよう
な不要通信が発生すると, フェリーノードへの通信ホッ
プ数の増加や通信失敗の要因となり, データ到達数が低
下する問題がある.

3 転送経緯を考慮した
メッセージフェリー手法

提案手法ではデータ転送を行う経路をフェリーノード
まで到達する可能性が高い経路へ集中させて不要な通
信を抑えるために, フェリースコアの設定方式の変更を
行う. また, 通信を行う際には多数ある隣接ノードから
通信先決定を少ない試行回数で行うために, 各ノードは
隣接ノードをフェリースコアで降順に記したリストを作
成する. まず各データは式 (1)のようなフェリーノード
到達までの転送経路を作成する.

< i1, i2, i3, ..., in, ..., iN > (1)

データの生成ノードを i1, フェリーノードへデータを転
送したノードを iN とする. フェリースコアはフェリー
ノードへデータを転送できる経路に含まれる可能性を
表す値になるように, それぞれのノードへ加算する値を
経路内の位置によって決定する. iN にはホップ数であ
る N, その他のノード in は自身の経路内の順番である
nを加算する.

4 不要通信削減による
ホップ数とデータ転送率の評価

シミュレーションでは提案手法を用いることによって
先行研究で発生する不要な通信を抑え, 通信のホップ数
とデータ到達数が向上することを確認する. そのため
に, 先行研究と提案手法のパラメータを比較する.

表 1 ホップ数とデータ到達数の比較結果
200m2 300m2

先行研究 提案手法 先行研究 提案手法

生成数 (個) 175

到達数 (個) 172 175 145 175

ホップ数 (回) 359 345 519 426

平均ホップ数 (回) 2.1 2.0 3.6 2.4

表 1より提案手法は, ホップ数の減少とデータ転送数
が向上していることが分かる. これは, 各データの不必
要だった転送が抑えられたためだと考える.

5 まとめ
本研究では, DTNの経路選択手法であるメッセージ

フェリー手法を基にした集約型メッセージフェリー手法
のホップ数削減とデータ到達数向上を行うために不要
な通信を抑えることが可能な, 転送経緯を考慮したメッ
セージフェリー手法の提案を行った. 評価の結果, 提案
手法を用いることでホップ数の削減とデータ到達数の増
加を達成することを示した.
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